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★スタート

・H12初め上記3機種の燃費測定法検討開始(国交省依頼による）

建機協 機械部会 ショベル技術委員会・トラクタ技術委員会

★燃費の基本的な考え方

・時間燃費ではなく作業量を考慮した燃費効率とする。

・作業時燃費測定は土を用いた実作業ではなく、模擬作業で

測定する。（土を使った実作業ではバラツキ大…各ﾒｰｶ）

・実際の作業状況を想定し、走行やｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾙ状態も盛り

込む。

バックホウ（バックホウ（油圧ｼｮﾍﾞﾙ油圧ｼｮﾍﾞﾙ）、ホイールローダ、）、ホイールローダ、
ブルドーザブルドーザの燃費測定法についての燃費測定法について

資料－３ ＪＣＭＡ資料燃費測定方法ＪＣＭＡＳの概要
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★油圧ショベル 模擬掘削のアイデア

①砕石を用いた模擬掘削

②重量ﾊﾞｹｯﾄ＊を用いての模擬掘削
重量ﾊﾞｹｯﾄ：バケット内に標準負荷相当の重りを固定

③アーム掘削負荷装置を装着しての模擬掘削

★模擬掘削と実掘削の相関性確認ﾃｽﾄの実施
（H12.10月とH15.9月 建機協 富士 施工技術総合研究所（CMI）にて）

油圧ｼｮﾍﾞﾙ油圧ｼｮﾍﾞﾙででのの具体的検討内容具体的検討内容についてについて

模擬掘削模擬掘削 実掘削実掘削……溝掘削溝掘削
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油圧ショベルの油圧ショベルの模擬掘削動作模擬掘削動作

★軽作業の模擬動作…均し動作
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第1次ＪＣＭＡＳ案（油圧負荷装置＋負荷バケット）にて

各社にて試行。問題があるかチェック。

● チェック結果（問題点）

１．油圧負荷装置は、その搭載設計、取付作業コストを考えると、

全型式での実施は現実的でない。

２．負荷バケット付（土砂満杯状態再現）で模擬掘削動作をすると、

場合によっては危険なケースがある。
（実作業ではこのような状況は無い）

● 上記問題点への対応（ショベル技術委にて検討）

１項 ： 油圧負荷装置不付とする。
２項 ： 空バケットにて模擬掘削動作を行う。

油圧ショベルの油圧ショベルの掘削模擬動作掘削模擬動作 測定法測定法
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油圧ショベル油圧ショベル 最終案と最終案と 実掘削・従来模擬掘削案との比較実掘削・従来模擬掘削案との比較

０．５０ｍ
３
級油圧ショベル（４人の試験結果 2000年）
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● 実掘削と模擬作業（負荷バケット付き、油圧負荷なし）との相関

● 負荷バケットと空バケットとの相関
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ＷＬの燃費測定法ＷＬの燃費測定法

測定モード

ⅰ）V字掘削（負荷バケット付）

①前進 ②掘削 ③後進 ④ﾀﾞﾝﾌﾟ

ⅱ）ロード＆キャリー

負荷バケット付で50m(100m) 

ⅲ）アイドリング‥ ‥ ‥ ‥結果を(kg/h)で表示



7

解説に①～ ② 項をまとめた総
合評価値 計算方法の一例を記
載

解説に①～③項をまとめた総合
評価値 計算方法の一例を記載

解説に①～④項をまとめた総合
評価値 計算方法の一例を記載

①牽引試験

作業燃費 (ｇ/ｋｗｈ)

②アイドリング試験

燃料消費量 (ｋg/ｈ)

①模擬作業試験

作業量当りの燃料消費量

(ｇ/t)

②運搬走行試験

走行距離当りの燃料消費量

(ｇ/ｍ)

③アイドリング試験

燃料消費量 (ｋg/ｈ)

①模擬作業試験

作業量当りの燃料消費量

(ｇ/ｍ３)

②均し動作試験

動作回数当りの燃料消費量

(ｇ/ｍ)

③走行試験

走行距離当りの燃料消費量

(ｇ/ｍ)

④アイドリング試験

燃料消費量 (ｋg/ｈ)

ブルドーザホイールローダ油圧ショベル

本本 燃費測定法で得られる値燃費測定法で得られる値

JCMAS改定案として、‘０６年１１月２８日の国内標準化委員会に提案し、了承された。
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建機協建機協 作業燃費検討作業燃費検討WG WG についてについて

作業燃費検討WG

WGの目的と構成

・ 建設機械の省エネ技術の開発と普及を促進する

・ 2004年2月発足

・ 製造業部会、機械部会より構成

これまで実施してきたこと

・ 業界として省エネ技術の開発と普及に貢献することの確認

・ 燃費試験標準（JCMAS)の作成支援
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測定機種ファミリーの考え方測定機種ファミリーの考え方

★建設機械は多機種少量生産。

（例）油圧ショベル対象機種 H社…約５０型式

重作業型

湿地型
ﾛﾝｸﾞｸﾛｰﾗ型 後方超小旋回型

超小旋回型

特殊仕様型基本ﾓﾃﾞﾙ
作業装置・
足回り強化

足大型化・
走行力ｱｯ
ﾌﾟ

足大型化・
走行力ｱｯ
ﾌﾟ

後方旋回
半径 小

後方旋回半径 小
側溝堀ﾌﾛﾝﾄ

基本ﾓﾃﾞﾙ 作業に合わせ変更

測定機種ファミリーの考え方
基本ﾓﾃﾞﾙで測定→パワーラインが同一なら同一機種

（パワーラインの中に省エネ技術が含まれている）

作業装置

旋回装置
足回り
ｶｳﾝﾀｳｴｲﾄ

超低騒音型、林業・
トンネル仕様機、他
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燃費データの収集について燃費データの収集について

★基準値を決める為には現行機の燃費データ測定が必要。

約１３０機種測定必要。
（現行機及び旧機種代表機）

１機種 約100万円 総額 １.３億

→測定費用はメーカ負担で依頼中。

●第三者機関（CMI）立会いで燃費測定。

→公平性や客観性等の確保

油圧ｼｮﾍﾞﾙ
ﾎｨｰﾙﾛｰﾀﾞ
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ


